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序 章 景観計画の位置づけと目的 
   

１．景観計画の目的 

合併前の旧春日部市では、平成４年４月に春日部市景観形成基本計画が策定され、翌５年４

月１日には春日部市都市景観条例を施行し、良好な都市景観形成に取り組んできました。 
その後、平成１６年６月に景観法が制定され、さらに平成１７年１０月１日には春日部市と

庄和町の合併により市域が拡大され、景観形成基本計画の見直しが必要となり、また自主条例

で対応していた景観施策に関して、景観法を活用した抜本的な見直しを行うこととしました。 

これまでの景観行政を評価し、その改善のあり方を検討するとともに、効果のあった施策等

を引き継ぎながら、景観法で制度化された施策を活用し、本市に相応しい良好な景観形成に向

けて「春日部市景観計画」を策定することといたします。 

本計画は、市民、事業者、行政が協働して魅力的なわがまち春日部の景観形成を推進し、し

あわせに住まう「緑彩水都」の形成に資することを目的として策定するものです。 

 

２．景観計画の位置づけ 

春日部市景観計画は、総合振興計画に掲げる将来都市像を実現するため、都市計画マスター

プラン及び住生活基本計画と連携してまちづくりをすすめ、そのうち良好な景観形成に関する

基本的な計画として定めるものです。 
 
 

 
春日部市総合振興計画  

 
 
  
  
 都市計画マスタープラン  
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発事業の手
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 春日部市景観計画（法定計画） 
●景観計画の区域  ●景観形成基本方針  ●行為の制限 

景観条例 
 
 ●景観重要建造物・樹木の指定方針  ●景観重要公共施設 
  
 
 
 
 
 
 
 

  

住生活基本計画 
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第１章 景観特性と課題 
 

１．本市の景観特性 

１）広域的に見る景観構造 

①低地と微高地による平坦な地形とコンパクトな市街地 
市域面積 65.98Ｋ㎡の大半は中川低地と呼ばれる低地で、地域の約２／３は田園地域であり、

微高地の市街地を取り囲む形で都市を構成している。 
 

②江戸川・中川・大落古利根川の３つの大河川と、その他の中小の河川・水路が広く巡ってい

る 
南北に横断して流れる大河川は、古くから水郷、水運、水利のまちとして栄え、そのため水

路網がひろがっている。 
 

③江戸川沿いの宝珠花台地や金杉台地の特徴的な緑と集落 
北西部の内牧や花積には大宮台地（慈恩寺台地）の端部が存在し、江戸川沿いには下総台地

から切り離された宝珠花台地、金杉台地があり、特徴的な集落を形成している。 
 

④東西南北に伸びる幹線道路や鉄道の交通軸とその中心拠点である春日部駅周辺 
市域のほぼ中心部に中心市街地があり、それを中心に東西南北の鉄道軸や、幹線道路軸が構

成されている。 
 

⑤西の富士山、東の筑波山が遠くに望める 

駅前以外は比較的高層建物が少ないため、南西の富士山や、その反対側の北東には筑波山が

望むことができ、都市の方位の基軸になり、かつ遠景の特徴となっている。 
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２）歴史・文化的景観 

①旧日光街道粕壁宿や寺町の資源・構造が残っている 
江戸時代における日光街道４番目の宿場町粕壁宿は、岩槻往還や野田新道にもつながる交通

の要衝として栄え、その面影を今に残している。江戸期の多くは徳川家の御料所となって、最

勝院をはじめとする寺町などにその痕跡を残している。 
 

②川にまつわる史跡が残っている 
江戸期には舟運が発達し、大落古利根川には粕壁宿の新町橋近くの河岸場として上喜蔵河岸

（かみきぞうがし）や下喜蔵河岸（しもきぞうがし）が、江戸川には西宝珠花の河岸などがあ

った。川沿いに八幡社（東八幡神社）をはじめ、川にまつわる多くの神社や史跡等が残ってい

る。 

 

③伝統的産業としての羽子板・桐箪笥がある 
桐箪笥・桐小箱・麦わら帽子・押絵羽子板などの伝統産業が残っており、作業所付近で一部

サウンドスケープを感じる他は、産業景観として感じられるところはほとんどない。 
 

④やったり踊りや大凧あげ祭りなどの季節の風景 
西宝珠花の江戸川河川敷で、毎年 5 月に開催される「関東の大凧あげ習俗」は国の選択無形

民俗文化財に選択され、季節の風景として市民に親しまれている。また、やったり踊りや獅子

舞、神楽などの伝統芸能も息づいている。 
 

⑤日本一の藤棚の道や牛島の藤などの個性的な彩り景観 
藤の牛島では推定樹齢 1200 年、藤棚は 300 ㎡の面積を誇る国内最大級の藤で、国指定特別

天然記念物に指定されているほか、市役所そばの藤通りなど「市の花」にも指定されて市のシ

ンボルとして親しまれている。 
 

 

３）田園景観 

 
①大小河川の自然的景観と市街地内を流れる大落古利根川 

江戸川や大落古利根川は自然が多く残る河川で、市民に親しまれている風景であり、市のシ

ンボル的存在である。 
 
②河岸緑地北部の緑の固まり 

市内にはまとまった緑が少ないが、その中でも内牧公園周辺の緑のかたまりや、河川沿いの

緑が貴重なオープンスペースと自然環境を提供している。 
 
③屋敷林と宝珠花台地や金杉台地の樹林地 

散村集落の特徴的な屋敷林の風景は、東京のベットタウンと思えないのどかな雰囲気を醸し

出している。宝珠花台地や金杉台地では比較的樹林地が残り、緑豊かな市街地のイメージを形

成している。 
  

④市街地周辺に広がる田園風景 
市街地を取り囲む田園風景は広大で、特に中川と江戸川の間の田園風景は、春日部市の特徴

的な景観である。 
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４）市街地景観 

①戸建てを中心とした低層の住宅市街地と春日部駅周辺のビルの立地が進む都心景観 
市街地の大半は戸建て住宅の低層の街並み景観を形成し、鉄道駅周辺だけが中高層のスカイ

ランを作っている。とくに、都心の春日部駅周辺では超高層をはじめ、高層マンションの立地

によりスカイラインが大きく変化しつつある。 
 

②区画整理等による整然とした市街地と無秩序に開発された市街地が混在している 
春日部駅西側や八木崎駅北側に広がる区画整理済み地区などは、街区の整然とした街並みが

形成されているが、他の市街地は小規模開発が連続して形成されており、混沌とした低層市街

地の景観を有している。 
 

③ゴミや捨て看板などの排除に市民が参加している 
建物などのハードな施設だけでなく、まちなかのゴミや捨て看板などの維持管理に、市民が

参加し協働でまちを維持している。 
 

④駅前や幹線道路沿いなどに屋上広告や袖看板、壁面看板などの屋外広告物の乱立 
人が集まり視線が集中する駅前やロードサイド沿いは、大規模な看板・広告が目立ち、車優

先の社会を醸し出している。 
 

⑤まちなかの建物やサインの色彩がまちまち 
住宅では少ないものの、看板や商業施設を中心に、色とりどりの色彩がみられ、まちなかに

多様な色彩が氾濫している。 
 
 

５）民間建築物の景観 

①人口急増時に建てられた住宅が多い 
昭和４０年代の人口急増期に大量に供給された住宅景観がいたるところで見られ、昭和の成

長期のベットタウンの典型的風景は、市民の原風景になりつつある。 
 

②自主条例による大規模建築物の景観への配慮 
市都市景観条例に基づき、一定規模の影響の大きな大規模施設については、届出制度により

周辺環境と調和しない建物が立地しないよう様々な景観配慮がされている。 
 

③更新が進みつつあるマンモス団地のＵＲ武里団地 
老朽化や耐震化の影響から、施設の取り壊しや更新が進んでいる武里団地は、大規模でオー

プンスペースを有している特徴的な地域である。 
 

④良好な住宅景観を有している地区が点在している 
地区計画や建築協定により良好な住宅地が維持されている地区が県下でも多い。 
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６）公共公益施設の景観 

①特色のない駅及び駅前広場 
市民にとっても利用が多く親しまれている鉄道駅であるが、駅舎や駅前広場の風景はやや平

凡な景観となっている。 
 

②親しみやすい橋や水辺沿い公園の景観 
江戸時代までは大落古利根川の新町橋が唯一の橋であり、昔から新町橋はまちの重要な場で

あり、隣接する公園橋は市民にも親しまれている本市の川の中心的位置にある。また中川や江

戸川を含む河川沿いには、公園や神社、緑など魅力的な景観を形成している。 
 

③市民に親しまれている公共建築物は多いが、同時に老朽化も進みつつある 
旧春日部市で選定された景観２０選の多くは公園や公共建築などの公共施設が大半であり、

魅力的な景観を形成しており、新設時や更新時も景観に配慮している。一方、老朽化しつつあ

る施設も多い。 
 

④駐輪場や都市内河川・水路などは景観の改善が必要 
市内の公共駐輪場や水路などには、景観的配慮が必要な施設もある。 

 
⑤鉄道が市街地の分断要素となっている 

鉄道が生活圏の分断要素となっているとともに、景観的にも地区特性を区分する大きな分断

要素となってまちの風景を区分している。 
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２．本市の景観形成の課題 

 

１）春日部らしい景観を構造化し、心に残るわかりやすい風土景観づくり 

田園に囲まれた平坦な市街地とコンパクトな中心部、そして大落古利根川、中川、江戸川を

始めとした水辺の軸、国道１６号、国道４号等の交通の軸線等、はっきりとした軸となる景観

構造を有し、遠景には富士山や筑波山を望むことができる。歴史的にも河川交通として利用さ

れ、都市に潤いをもたらしている水辺の軸は本市にとって重要であり、これまで以上に細かな

水路等も活用した水のネットワークと軸を明確にする必要がある。これら既にある都市の軸線

を明確にすることは、都市をイメージする上でわかりやすくし、心にのこる景観を作り出す。

そのため景観を構造化していくことが風土づくりにつながると考えられる。 
 

２）春日部の固有の歴史・文化をいかし継承していく景観形成 

旧日光街道の宿場まちであった粕壁宿における多くの歴史的建造物や、大落古利根川や江戸

川などの河川文化、そして寺町をはじめとする多くの寺社、伝統産業、季節の行事・風景とい

った春日部の歴史文化が、春日部の固有の魅力としての景観に表れており、これらの資源を磨

きより魅力的な景観を後世に残していくことが課題である。 
 

 

３）貴重なふるさと田園景観を守り育てていく 

江戸川の河岸であり水上交通の拠点として発展してきた西宝珠花など、水陸両面における交

通の拠点として発展してきた本市は、いまや東京の近郊都市・ベットタウンとして、市内の２

８％は宅地となって美しく暮らしていくための生活環境の整備が必要となっている。市内の約

４２％は田畑や山林等の緑地空間であり、これらは市民にやすらぎと潤いを与える貴重な空間

となっており、この水・緑とともに点的に存在する緑と屋敷からなる集落は、春日部固有の田

園景観を形成している。このふるさと景観を大切にし、守り育てていくことが、今求められて

いる。 
 

４）小さな景観魅力資源を大切にした地域の特性を活かした市街地景観形成 

高層マンション等の立地が進み、秩序に欠けるスカイラインが出現しつつある。一方、周辺

の低層市街地の景観は、空が広く見え豊かな環境を享受できる住宅都市として市民に親しまれ

ており、小さな幸せ空間をたくさん持っている。これら本市の特性を活かし、不足している魅

力的な緑の創出や道の改善、街の彩りの改善、街並みの誘導など、住民と協働して実現できる

市街地景観のあり方を検討し実現していくことが課題である。 
 

５）景観づくりの主体である民間施設の景観向上 

まちなかの大半は民間施設が占めており、住宅だけでなく商業施設や業務施設、工場など、

それぞれの施設が各土地利用や地域特性に応じたふさわしい景観を形成していく必要がある。

特に大規模建築物は、周辺に与える影響が大きいことから、より配慮が必要であるとともに、

春日部らしさや魅力づくりに関する工夫を行うよう市民・事業者と公共が協働して誘導してい

く必要がある。 
本市は住み心地の良いまちとして市民に支持され親しまれていることから、安心して住める

魅力のある住宅景観の形成や、駅前を中心とする賑わいを感じる商業地の景観など、春日部ら

しい市街地の色彩やスカイライン、屋外広告物など、春日部ルールを確立し、他都市にも誇れ

る美しい都市づくりを実現していくことが課題である。 
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６）公共空間が先導となった質の高い景観形成 

生活の中心的存在である魅力的な駅や、都市のシンボルである河や橋、公園等の公共施設は、

子供から高齢者まで多くの市民が利用する重要な空間である。その空間は市民の生活を向上す

る上でも重要であることから、質の高い景観形成が必要である。そのため更新や改修に併せて

公共建築物や公共施設、公的施設は先導的に質の高い景観をつくる手本となり、特に重要な場

所については、特段の配慮による景観形成が必要である。連続立体交差事業によって整備され

る高架や道路等についても、春日部都心に相応しい風格のある軸としての景観形成が必要であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 景観計画の区域 
 

１．景観計画の区域 

 

旧春日部市において平成４年３月に春日部市景観形成基本計画を策定し、翌５年４月１日に

春日部市都市景観条例を施行し、合併後もこの景観形成基本計画と都市景観条例は市全域で適

用しています。 
今後も、全市を対象にして総合的なまちづくりをすすめるとともに、計画的な景観形成を推

進することで、市民に親しまれ美しく住まえる都市を築いていくために、景観計画区域を春日

部市全域とします。 
 

図 景観計画の区域（全市） 
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２．景観計画重点地区 

 

景観計画区域のうち、重点的かつ計画的に良好な景観形成を図るべき地区において、住民等に

よる景観づくりの取り組みを支援するとともに、地区特性に応じたきめ細かな景観形成を図る

ため景観計画重点地区を設けます。 

景観計画重点地区では、地域住民等との合意により地区独自の基準や届出制度を制定し、積極

的な景観づくりを推進します。 

 



第３章 良好な景観の形成に関する方針 

 

１．景観形成の目標 

 
江戸時代には日光街道の第４の宿場町「粕壁宿」として栄え、また米麦の集積地であったこ

とから古利根川の舟運が重要な役割を果たし、川と街道を軸にまちが発展してきました。現在

でもコンパクトな市街地とそれを囲む広がる田園を有し、水、緑、歴史と新しい都市空間とが

調和した春日部のまちが形成されています。これらのすばらしい春日部の景観の魅力を磨きか

けて次世代に引き継げるよう、景観形成のテーマを以下に掲げます。 
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しあわせに住まう「緑彩水都」づくり 

市民意識調査からも、本市は自然や田園に囲まれたとても住みやすく、人間味あふれ生活感

を感じられる愛着のあるまちとして認識されています。一方、景観的満足度は高いものとは言

い難く、魅力的なまちづくりのためには、市の財産といえる川や緑といった自然や田園風景、

歴史的建造物などの景観資源を守り、緑や花を増やし、親しみやすい空間づくりが望まれてい

ます。単に美しい建物や街並みをつくるというのではなく、心地よさや親しみやすさをつくる

環境に重視した住まい景観づくりが必要と考えられます。 
そのため、歴史と文化のなかで緑豊かな季節の風景を楽しめ多様な景観資源を有し、彩の国

の中核都市である本市は、心地よさの基本といえるエコまちづくりに取り組む先進的都市とし

て、しあわせに住まう「緑彩水都」づくりを、景観形成の基本目標として定めます。 
 

 



２．景観形成の基本方針 

 

景観形成の目標を踏まえて、春日部市に共通する景観形成の基本方針を以下に定めます。 

 

１）埼玉県東部の中心都市として魅力と賑わいのある景観形成 

首都圏の業務核都市という広域的な連携拠点であり、かつ県土東部地域における商業・業

務・文化・交流の中心都市として、今後もなお一層機能を強化し、かつ中心都市らしい風格あ

るまちの景観を実現するため、「緑彩水都」として魅力と賑わいのある景観形成を図ります。 
 

２）地域の個性と文化の魅力を享受できる景観形成 

かつての旧日光街道の宿場町としての歴史と文化、そして古利根川や江戸川などの舟運によ

って培われた河川文化、そして各地域で継承されている庶民文化など、本市固有の魅力として

景観にも表れており、これらの貴重な資源を市民が共有し、享受できるような景観形成を図り

ます。 
 

３）水と緑と田園を生かし環境に配慮した景観形成 

都市的な魅力だけでなく、それを支える農業や田園景観は、本市の大きな特徴です。この水

や緑、田園といった豊かな自然環境を背景に、今後とも地球環境に配慮した持続的環境を形成

するため、環境と共生した景観形成を図ります。 
 

４）民間行政協働により永く市民に親しまれる景観形成 

景観計画策定後に新たな課題等が出てくる状況も考えられるため、景観計画は一度つくって

終わりではなく、継続的に更新できる計画であることが必要と考えます。したがって、計画策

定後も景観計画の内容を更新したり、景観協定等の地区指定を行えるような、継続的な景観に

関する市民参加プログラムを提案します。また、地区による市民意識の違い等も予想されるこ

とから、地区に応じた景観施策の展開方策を探ります。 
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３．景観の基本構造とゾーン区分 

 

本市全域を俯瞰してみる景観構造は、市の魅力を把握する上で重要です。その基本的景観構

造を明確にすることで、市民にとってわかりやすく親しみやすくなり、メリハリのある構造を

形成していきます。 
 

①３つの大きな河川景観軸 
・古利根川、江戸川、中川の大きな河川が基本的な骨格を作る水の軸 

 

②南北の鉄道・道路交通軸と環状道路軸 
・広域幹線道路、鉄道 
・都心・副都心をつなぐ新しい環状道路軸 
 

③８つの駅を中心とした拠点景観 
・春日部駅都心拠点、南桜井副都心拠点、その他の駅前拠点 

  
④コンパクトな市街地と、市街地を囲んで広がる田園集落（伝統的な散居集落と水塚） 

     

 
図 春日部市の景観構造 
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４．ゾーン別景観形成の方針 

 
ゾーン別景観形成の基本方針 
ゾーン名称 景観形成の基本方針 

都心（中心市

街地） 
ゾーン 

共

通 
 

本市の都心ゾーンとして、魅力的な都市空間の形成に向けた景観づく

りを図るため、賑わい景観と高アメニティの持続可能な環境配慮型の

都心として、河川やシンボル軸の風の道、水の道と、その沿道の建物

における屋上緑化・壁面緑化等の潤い景観を形成する。また、連続立

体交差事業と連動した東西駅前の公共施設等の景観整備による玄関口

景観整備を図ります。 

東

口 

旧日光街道沿いや古利根川沿いの歴史文化資源を活かし、公共空間の

高質化と、建築物や屋外広告物の規制・誘導により、歴史を感じる景

観形成を図ります。 

西

口 
商業業務や行政施設、文化施設等が立地する藤通りに象徴されるシン

ボル軸やその沿道は、風格と個性を感じる都心景観を形成します。 

都心以外の駅周辺

ゾーン 

各駅の特性に応じた固有の景観形成を地域とともに考え、地域に愛さ

れる駅前周辺地区となるよう、駅前の建築物の街並みや屋外広告物等

について、地域の生活拠点としてふさわしい景観誘導を図ります。 

大規模公園ゾーン 

内牧公園や庄和総合公園、大沼公園、牛島公園をはじめとする大規模

公園の周辺は、これら自然と景観に優れた公園のイメージを享受でき、

一体的に魅力を形成するゾーンとして周辺公共施設とともに民間建築

物等の良好な景観誘導を図ります。 

広域幹線沿道ゾー

ン 

春日部駅から東西に延びるシンボル軸や、国道の広域幹線道路、そし

て都心環状線などの幹線道路は、車窓からの景観が本市の特徴を現す

ように、沿道の賑わい景観と周辺の住宅市街地や田園景観と調和する

ような沿道景観の誘導を図ります。特に建築物や広告物の色彩、照明

等に関する一定のルール化を検討します。 

大落古利根川沿岸

ゾーン 

市の中心を流れ市民のシンボル的存在である古利根川は、市民が川沿

いを楽しく散策できる景観上重要な河川として、潤いを感じる親水空

間整備や沿岸散策路の整備、魅力的な橋梁改善も河川沿いの建物等の

良好な景観形成を図ります。また、沿岸に立地する古くからの社寺等

の歴史景観や、田畑や屋敷林などの自然的景観とのネットワークに配

慮した景観形成を図ります。  

住宅市街地景観形

成ゾーン 

昭和４０年代に急速に市街化した基盤の弱い住宅地から、地区計画や

建築協定等が締結されている比較的質の高い住宅地、武里団地の大規

模団地、近年の中高層マンション等、多様なたたずまいを形成してお

り、それぞれの特性に応じた心地よい景観を形成します。そのために

は、必要に応じて道路や緑地等の公共空間の整備や高質化、沿道や敷

地内等の緑化、建築物等のルール化など、地区の魅力を高めるための

景観整備・誘導を図ります。 
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工業系市街地景観

形成ゾーン 

豊野工業団地、南栄町工業団地等の基盤が整備されている工業団地で

は、緩衝緑地を確保した緑豊かな環境が確保されているが、さらに緑、

花、工場施設外構・外壁等により質の高い工業系市街地景観として、

民間企業との協力の基に周辺境界部の工夫を行います。また、その他

の工業系市街地では、住宅地等の周辺環境に配慮して緩衝緑地の整備

や敷地内緑化を進めるとともに、工場施設や設備等のデザインの工夫

により魅力的な産業景観を創出します。 

産業集積検討ゾー

ン 

国道１６号と国道４号バイパスの交差部周辺の市街化調整区域は、新

しい産業集積が期待される地区として開発が進められています。周辺

の農地や既存集落との調和に配慮し、魅力的な公共施設の整備と緑豊

かな潤いのある産業集積検討ゾーンとして、新しい本市の魅力景観を

創出します。そのため、地区計画等のルールの中に景観に関するルー

ルを盛り込み、良好な産業景観を形成します。 

田園・集落ゾーン 

屋敷林を持つ点在する田園集落や歴史的な集落、果樹園や樹林地を背

景とした集落など、個性的な田園集落景観を形成しており、これら市

街地を取り囲む豊かな田園景観は本市の固有の魅力として、田園や緑

地の保全と、それらと調和した集落景観の形成を図ります。また、心

地よいフラワーロードなどを保全育成していきます。 

 伝統的集落景

観ゾーン 

穀倉地帯である江戸川沿いの中でも、中川と江戸川沿いに挟まれた庄

和地域は、水塚や散居集落などの農村風景が残っており、生活や生業

と密接に関係して作られた独特の伝統的集落景観として、次世代に継

承できるよう景観の保全育成を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

 

図 景観形成方針図 
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５．建築物等のデザインの基本的考え方 

 
本市の建築物や工作物、さらに敷地の使い方や外構等は、しあわせに住まう「緑彩水都」ら

しく、ここちよい景観を形成していくことが必要です。そのため、以下のようなデザインの基

本的考え方を定めます。 
 

１） 建築物等の全体デザイン 

①地域の自然環境をいかし、春日部の歴史と文化を尊重したデザインとします 
 
②しあわせに住まう春日部らしい景観を形成します 
 
③地域の街並みとの調和を重視します 
 
④地球環境へ配慮しつつ美しい景観を創出します 

 
 

２）用途別デザイン 

①商業・業務系施設 
●通り沿いの街並みに配慮し、建物高さや低層部のしつらえ、外壁の色彩、広告物の秩序化

など、賑わいと風格のある景観を形成します。 
 

②沿道利用系施設 
 ●ロードサイドの賑わい景観は一つの特徴ではあるものの、全国画一的な景観とならないよ

う、周辺のすまい環境に配慮した春日部ルールのロードサイド型景観を創出します。 
 
③住宅系施設 

●中高層住宅は、周辺からの高さの突出感を軽減させないような高さとし、また大規模施設

は壁面の分節化や分棟化による工夫を行うものとします。 
●本市の大きな特徴である戸建て住宅の街並みを、より魅力的にしていくために、街並みと

して一体的な意識を高め、調和ある住宅地景観を形成します。 
●個性的な集落景観を保全・活用し、田園と調和した建築物や外構デザインとするものとし

ます。 
 

④工業系施設 
●緑を効果的に活用し、建築物や外構等のデザインを工夫して、周辺の住宅地等に配慮した

魅力的な産業景観を形成します。 
 

⑤駅前施設 
●暮らしの中心となる駅を中心として、より魅力的な景観となるよう、地域特性に応じた建

築物やオープンスペースのデザインとするものとします。 
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３）色彩デザイン 

 
●周辺と調和する色彩・素材を活用します 

春日部の風景や街並みの色彩は、土や緑等の自然環境や地場産業と関連した素材・色彩がベ

ースとなっていることが多くなっています。街並みには人工的な色相や高い彩度は、昔から使

用されていないこともあり、特別な場所やアクセント以外は、建築物等の外壁・屋根には高彩

度を用いず、色相も周辺景観と調和するよう配慮することとします。 
 

４）夜間照明デザイン 

●まちの魅力を向上させるための、環境と人に優しく美しい夜間照明を演出します 
防犯灯や歩行に必要な照度を確保しつつも、間接照明など人の灯りに対する印象の違いなど、

単に数値的基準で解決することなく、効果的な照明方法を検討し、昼間にみえる灯具支柱等の

景観にも配慮することとします。 
また、賑わい空間でのライトアップやイルミネーションなどの演出や、光を当てる対象の違

いや季節の変化に応じた光源の色温度の工夫、地域特性に応じたまぶしさ（グレア）、光の広

がり具合（光束比）等に配慮した照明デザインを行うものとします。 
 

５）緑のデザイン 

●生活や自然に潤いや心地よさをもたらす豊かな緑景観を創出します 
低炭素化社会を形成する上で緑の役割はますます重要となり、既存の緑を出来るだけ保全し、

やむを得ず伐採する場合でも代替措置をとることとします。また、まちなかの敷地や建築物等

において、敷地緑化や屋上や壁面、バルコニーなどの緑化を図り、駐車場や駐輪場、その他無

機質な構造物等の外周には植裁等による修景緑化を行い、特に高木の導入など、通りなどから

緑として見える範囲（緑視率）を大きくする工夫を行うものとします。 
 

６）生活や市民活動に適した空間デザイン 

●人々の暮らしや就業、買物などの活動空間に適した空間のデザインとします 
住宅地では落ち着いた雰囲気で安心と潤いを感じ、業務地区ではビジネスマン等が快適に働

ける風格ある街並みとしたり、商業地では賑わいを演出するような景観を形成するなど、人々

の生活や行動と結びついた適切なデザインとするよう配慮するものとします。特に商業地など

では、賑わいを連続させるための施設の配置や低層部における商業系用途の連続性確保など、

賑わいをつくるための街並み形成を行います。  
また、建築物と道路、建築物相互間にあるオープンスペースなどは、待ち合わせや滞留、さ

らには祭りや各種イベントなどの市民活動を行う空間としても活用されることがあり、人々の

活動や利用を想定したデザインとするものとします。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



第４章 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項  

 

１．建築物等の規制誘導の考え方 

一定規模以上の大規模建築物等は、景観に大きな影響を及ぼしやすいため、事前に届出を行

い景観形成基準に適合するよう誘導します。このため、本計画では、景観法第８条第２項第２

号の「良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項」を定め、大規模建築物等の良好な

景観形成を推進します。 
 

１）景観誘導の流れ 

①届出の基本的な考え方 
一定規模以上の建築物等は、景観法及び春日部市景観条例に基づき、春日部市と協議及び届

出を行い、景観誘導を行います。 
協議・届出に当たっては、景観計画に定める景観形成基準（行為の制限）や景観形成方針等

を活用しながら、景観誘導に取り組みます。 
 

②協議の方法 
建築計画の段階で、景観法に基づく届出の３０日前までに、春日部市が定める関連条例等と

連携を図りながら次項に定める景観形成の方針に基づく協議を行います。 
 

③景観法に基づく届出等 
行為の着手３０日前まで若しくは確認申請又は都市計画手続の前※までに、景観法に基づき

春日部市長への届出が必要となります。市長は、届出された内容が、景観形成基準（行為の制

限）に適合しているかのチェックを行います。適合しない場合は、春日部市景観審議会等の意

見を聴き、必要に応じて、勧告や変更命令の措置を行います。 
 

図 景観誘導の流れ 
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 ※確認申請又は都市計画手続が景観法に基づく届出よりも前になる場合はその前 

景観条例に基づく協議 

景観法に基づく届出 

 事前相談 
 

 ・景観形成の方針に基づく協議 

●景観形成の方針 （重要案件は景観アドバイザーによる

レビュー）  
●景観形成基準 

30 日前まで 

・景観形成基準（行為の制限）のチェック 

30 日前まで 必要に応じて 適合しない場合
景観審議会への

意見照会 
・助言・指導

・勧告 

・変更命令 

完了届 

行為の着手
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２．届出対象行為 

１）協議及び届出対象となる行為 

次に示すいずれかの行為を行う場合は、景観法及び春日部市景観条例に基づき、春日部市長

との協議又は届出が必要となります。なお、届出の必要のない小規模な建築物等においても、

適合に努めるようにします。 

 

表 協議及び届出対象行為と規模 

種 別 対象規模 対象行為 
 
 
 
建 
築 
物 
の

建

築

等 

第一種低層住居

専用地域 
第二種低層住居

専用地域 
市街化調整区域

軒の高さが７ｍを超えるもの、地階を

除く階数が３以上のもの、敷地面積が

1,000 ㎡を超えるもの又は建築面積

が 500 ㎡を超えるもの。ただし、３階

建以下の専用住宅は除く 

・新築、増築、改築若しくは移転

・外観のうち各立面の面積の３分

の１を超えて変更することとな

る修繕、模様替若しくは色彩の変

更 

 商業地域 
工業地域 
工業専用地域 

高さが 15ｍを超えるもの、地階を除

く階数が６以上のもの又は建築面積

が 1,000 ㎡を超えるもの 

その他の用途地

域 
高さが 10ｍを超えるもの又は建築面

積が 1,000 ㎡を超えるもの 

 
工

作

物 
の

建

設

等 

工作物 高さが１５ｍを超えるもの ・工作物の新設、増築、改築若し

くは移転 
・外観のうち各立面の面積の３分

の１を超えて変更することとな

る修繕、模様替若しくは色彩の変

更 

 

高架道路、高架

鉄道その他これ

らに類する工作

物 

高さが５ｍを超えるもの 

橋、横断歩道橋

その他これらに

類する工作物 

延長が１０ｍを超えるもの 

開発行為 面積が 3000 ㎡以上の開発行為 開発行為（都市計画法 第４条第

12 項に規定する開発行為） 

物件の堆積 屋外において行う廃棄物、再生資源、

コンテナ、その他の物件の堆積であっ

て、当該堆積に係る土地の面積が 500

㎡を超え、かつ堆積高さが 1.5ｍを超

えるもの 

物品の集積又は貯蔵 
 

 
  
 



２）景観形成基準 

景観形成の基本方針を踏まえて、春日部市に共通する景観形成基準を定めます。この景観形

成基準は、建築物の規模やデザイン、広告物の掲出方法などについて基準を設けており、助

言指導等を行う場合の判断基準となるものです。 

   
表 景観形成基準 

項   目          景観形成基準 
敷地の計画 □造成等土地の区画形質の変更を行う場合は、既存の地形、樹林、水辺等を活用

し、周辺になじむようにする。  
□駐車場は、路面が露出しないような配置とし、植裁や緑化舗装等で修景を行う。

□周辺の景観資源（歴史的環境、緑、水辺など）を考慮するとともに、周辺から

の見え方に配慮する。 
建築物等の壁面の

位置 
□周辺と調和した壁面の位置とする。セットバックしてオープンスペースを単に

作るだけでなく、街並みとして連続させる必要がある場合などは、壁面線をそ

ろえたり、コーナーや部分的に凹凸を付けるなど、通りの性格に合わせた壁面

の位置とする。 
□周辺の街並みと調和した形態やボリュームとする。 建築物等の形態及

び意匠 □通り景観に対して圧迫感のないよう、分節化等の軽減策を講じる。 
□外壁や屋根の素材は、周辺と調和する素材とする。 
□屋外階段は、建築物本体土地と調和した構造、形態、素材、色彩とする。 建築物の付属物及

び屋外設備 □付属施設は周辺の通りから目立たないように配置し、必要に応じて植裁やルー

バー等で修景を行う。 
工作物 □建築物のデザインに調和させ、周辺に与える突出感や違和感を軽減させるもの

とする。 
敷地の境界部及び

緑化 
□隣接地との関係に配慮し、ゆとりと潤いのあるオープンスペースの創出を図

る。 
□通りから見える緑被率を高める工夫を行う。 

広告物 □屋外広告物は、周辺景観と調和した位置、大きさ、デザインとし、できるだけ

集約する。 
□駅周辺は、広告物が街並みの魅力を高めるような質の高いデザインとする。 
□高層の屋上広告物はできるだけ避け、建物のスカイラインやシルエットを重視

する。 
□主要幹線道路沿いの屋外広告物は、周辺の住宅環境に影響を及ぼさないような

表示、掲出とする。 
□歴史的景観や自然的景観を有する地区では、それらの景観資源に特段に配慮し

た表示、掲出とする。 
□動光サイン、点滅サイン、液晶サインは中高層階及び屋上において、できるだ

け設置を避ける。 
色彩 □建築物の外壁及び屋根、又は工作物の外装には、別表に掲げる色彩を使用しな

いものとする。なお、石、木、土の素材を使用する場合を除く。  
屋外照明 □商業地域を除いて、点滅する光源は使用しない。 

□屋外照明は、周辺環境に調和した光色や配光とし、不快とならないようグレア

（まぶしさ）対策を図るものとする。 
物件の堆積 □堆積の高さは３ｍを超えないようにすること。 

□堆積物のある敷地境界部は、緑化等で修景を図り、堆積物を敷地境界から１ｍ

以上離すこと。 
□堆積物の色彩は、建築物・工作物の色彩基準を適用し、各立面につき、当該面

積の１／５以内の範囲であれば、基準は適用しない。 
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別表 色彩基準（日本工業規格Ｚ８７２１に定める色相、明度、彩度の三属性によるマンセル値） 

 
色 相 明 度 彩 度 

 
７．５Ｒ（赤）～７．５Ｙ（黄） ３以下 ６を超える  
７．５ＲＰ（紫）～７．５Ｒ（赤） ３以下 ４を超える 
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（７．５Ｒは含まない）  

７．５Ｙ（黄）～７．５ＧＹ（黄緑）  
（７．５Ｙは含まない）  

 ７．５ＧＹ（黄緑）～７．５ＲＰ（紫） ３以下 ２を超える 
 （７．５ＧＹ及び７．５ＲＰは含まない） 
 

色彩基準として定められた色相（以下の表において、赤枠で囲まれた範囲）は、建築物等の各立面

の面積の５分の１を超えて使用できません。 

  

出典：埼玉県景観計画（別表 大規模建築物等の基調となる色彩の制限基準 ①都市区域） 
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第５章 景観資源の保全・活用 
 

１．景観資源の保全活用に関する方針 

市内には古くから地域に親しまれてきた鎮守の森や、民家、歴史的建造物、屋敷の生け垣

や樹木など、多様な景観資源が存在しています。また、有形の資源だけでなく、伝統的なお祭

りや季節の風景など無形の景観資源も存在します。また、地域では認識されているが全市的に

はあまり知られていない資源や、地域でも見落とされている資源などもあります。このような

全ての景観資源情報を市民とともに収集し、さらにそれらの資源の中で、地域そして全市的な

景観の魅力と個性を形成していると判断される資源については、各種制度の活用や登録制度な

どにより保全・活用を行います。 
 

１）景観資源のリストアップと選定 

これまでの景観資源の調査だけでは見落とされていた景観資源が存在しているため、地域の

歴史や文化を伝え、地域に親しまれている身近な景観資源を、地域住民とともに協働して発掘

し、景観資源の選定と資源図の作成を行います。公共だけでは見落としやすい地域の景観資源

とその情報を、地域とともに共有化していくことで、地域の景観づくりとコミュニティづくり

を推進します。 
景観資源のリストアップは地域住民の意見を重視して行い、景観資源としての選定は以下の

基準を基に選定します。 
 

①地域らしい景観をつくっている 

②地域の歴史、文化、自然を伝えている 

③地域のシンボルやランドマークとなっている 

④地域に親しまれ景観資源として共有化されている 

 

２）景観資源の登録制度 

選定された資源のうち、地域の景観形成に寄与していると認められる景観資源については、

市は景観資源として登録することができるようにします。登録された景観資源は、公的な技術

支援や資金的支援を受けて良好な景観形成を行います。登録にあたっては、市民の意見を反映

し、景観審議会等において審議します。 
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２．景観重要建造物及び景観重要樹木の指定方針 

景観法に基づく景観重要建造物や景観重要樹木の指定制度を活用し、景観資源登録と連携さ

せて所有者及び管理者と協議し、同意が得られた資源については、積極的に指定を行っていき

ます。 
 

１）景観重要建造物の指定の方針 

本市景観資源として登録された建造物で所有者が指定を希望するものや、景観形成上重要

な役割を果たしている価値のある建築物や工作物で道路その他の公的空間から容易に見る

ことができ、以下の指定基準のいずれかに該当するものを景観重要建造物として指定します。

指定にあたっては、所有者の同意を得るものとします。 
 

①市の景観資源に登録された建造物で、所有者が景観重要建造物の指定を希望するもの 

②登録有形文化財に指定されて、所有者が景観重要建造物の指定を希望するもの 

③歴史的または文化的価値があるもので、景観上価値のあるもの 

④地域の景観を特徴づけているものや、地域のシンボル、ランドマークとなっているもの 

⑤地域に親しまれて良好な景観の形成に寄与しているもの 

 

２）景観重要樹木の指定の方針 

本市景観資源として登録された樹木で所有者が指定を希望するものや、景観形成上重要な

役割を果たしている価値のある樹木で道路その他の公的空間から容易に見ることができ、以

下の指定基準のいずれかに該当するものを景観重要樹木として指定します。指定にあたって

は、所有者の同意を得るものとします。 
 

①市の景観資源に登録された樹木で、所有者が景観重要樹木の指定を希望するもの 

②地域の歴史や文化を伝える上で、景観上価値のある樹木 

④地域の景観を特徴づけているものや、地域のシンボル、ランドマークとなっている樹木 

⑤地域に親しまれて良好な景観の形成に寄与している樹木 
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第６章 景観重要公共施設の整備及び良好な景観形成に関

する事項 
 

春日部市の発展に重要な役割を果たしてきた川や道路をはじめ、市民に親しまれている公園、

公共建築物などは、景観構造上重要な位置づけにあるとともに、市民にとっても魅力と感じる

要素となっています。市民共有の財産であるこれら公共施設は、景観法に基づく「景観重要公

共施設」の制度を効果的に活用して、先導的に良好な景観を形成していきます。 
 

１．景観重要公共施設の指定方針 

景観重要公共施設は、以下の指定の考え方に基づき重要と位置づけられる公共施設のうち、

公共施設管理者の同意が得られた施設について、順次指定していきます。指定された景観重要

公共施設は、施設管理者との協議の中で、景観重要公共施設に関する事項と占用許可の基準を

定めます。 
 

１）景観重要公共施設の指定の考え方 

①市街地形成上重要な役割を担ってきた公共施設 

②市の景観構造上、骨格となっている公共施設 

③市民や市にとってシンボルとなっており、良好な景観形成を進めることが必要な公共施設 

④重点的に景観形成を図るべき景観計画重点地区内にある主要な道路、公園、河川等の公共施

設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．公共施設の景観形成 

１）公共施設等の整備に関する協議 

景観重要公共施設とならない公共施設についても、景観法第１６条第５項に定める通知制度

を活用し、同条第６項に定める協議を行います。協議においては、必要に応じて景観アドバイ

ザーによる専門的な意見を加えて、より優れた景観の形成と先導的役割としてのリーダーシッ

プを図るべく魅力ある公共施設景観を形成します。 
 
図 公共施設等の景観誘導の流れ 

 
①公共施設の整備 ②景観重要公共施設の整備  
（景観計画に定める行為の届出対

象に該当する場合） 

（景観計画に定める行為の届出対象

に該当しない場合） 
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景観条例に基づく事前協議 

景観形成の方針に沿った協議（景観アドバイザー） 

景観法に基づく通知 

◆景観形成の方針 

◆景観形成基準 事前相談 

◆景観重要公共施設の

整備・許可等に関する

事項 

景観形成基準への適合チェ

ック 

行為着手 行為着手 
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第７章 良好な景観形成のための必要な事項 
 

１．屋外広告物の景観形成 

本市の生活圏の中心である駅は、地域のそして全市的な玄関口であり顔である。幹線道路沿

道とともに駅周辺地区は、屋外広告物が集積するところであり、地区の品格や美しさの形成に

大きく影響しています。サインとして伝えるその情報は、街並みを阻害する要素にもなってい

る場合があります。鉄道駅は、本市のまちづくりにとって重要な要であり、屋外広告物の景観

誘導は重要課題と認識し、以下に屋外広告物の景観形成の方針を定めます。 
 

１）屋外広告物の表示及び掲出に関する基本方針 

①屋外広告物は、周辺景観と調和した位置、大きさ、デザインとし、できるだけ集約する。 

②駅周辺は、広告物が街並みの魅力を高めるような質の高いデザインとする。 

③高層の屋上広告物はできるだけ避け、建物のスカイラインやシルエットを重視する。 

④主要幹線道路沿いの屋外広告物は、周辺の住宅環境に影響を及ぼさないような表示、掲出とす

る。 

⑤歴史的景観や自然的景観を有する地区では、それらの景観資源に特段に配慮した表示、掲出と

する。 

⑥動光サイン、点滅サイン、液晶サインは中高層階及び屋上において、できるだけ設置を避ける。 
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